
 

 

2016年 6月 16日 
 

緊急要請書 
 

従来の地震規模は過小評価。熊本地震と島崎邦彦氏の警告を受け止め、 
すべての原発の耐震審査のやり直しを！	  

老朽炉高浜 1・2号の寿命延長を認可すべきでない 
川内原発の即時停止を 

 
原子力規制委員会委員長	 田中俊一様 
 
前原子力規制委員会委員長代理の島崎邦彦氏は、原発の基準地震動を策定する基になる地震規

模（地震モーメント）について、現在採用されている入倉・三宅式では過小評価になると警告を

発しています。これまで地震学会等でも島崎氏は意見表明を行い、入倉・三宅式では地震モーメ

ントで４分の１程度の過小評価になると発表しています。今回、熊本地震によって得られた新た

な知見を基に、「熊本地震で精度の高いデータが得られ、入倉・三宅式では再現できないことが

明確になった」、入倉・三宅式を使用することは「危険極まりない」と報道機関のインタビュー

に答えています。とりわけ大飯原発、高浜原発、玄海原発の基準地震動の過小評価を問題にして

います。川内原発では別の式が使われていますがそれでも 1/2程度の過小評価となります。 
 
原子力規制委員会は、16日に島崎氏を呼んで意見を聞くとしています。しかし、田中委員長は

15日の記者会見で、新たな知見を取り入れるにしても、「猶予期間」を置くことになるだろうと
述べ、再稼働後に見直しや耐震補強を実施すれば良しとする可能性があります。 
また、老朽原発高浜 1・2号の 20年寿命延長については、6月中に、早ければ来週にも認可を

出そうとしています。高浜 1・2号も入倉・三宅式を基に地震規模を決めています。 
原発の耐震安全性にとって、島崎氏の根本的な問題提起を受けとめ、以下を強く求めます。 
 

緊急要請事項 
	 	  

１．熊本地震の知見を踏まえ、すべての原発の耐震審査をやり直すこと 
２．高浜 1・2号の運転延長認可を認めないこと 
３．川内原発 1・2号を直ちに停止させること 
 

賛同団体（70団体）	 賛同個人（742人） 
 
賛同団体（70団体）：避難計画を案ずる関西連絡会、原発なしで暮らしたい丹波の会、脱原発は
りまアクション、美浜・大飯・高浜原発に反対する大阪の会、グリーン・アクション、玄海原発

プルサーマルと全基をみんなで止める裁判の会、川内原発 30km圏住民ネットワーク、放射能の
ゴミはいらない！市民ネット・岐阜、原子力規制を監視する市民の会、福島老朽原発を考える会、

FoE Japan、板橋区の生活環境を考える会、No	 Nukes!	 野にゆく会、さよなら！志賀原発ネ
ットワーク、核のごみキャンペーン・中部、原発やめよう/つながろう関西・マダム会議、ベクレ
ルフリー北海道、ティナラク織の会「カフティ」、脱原発・滋賀☆アクション、平和・人権・環

境を守る岐阜県市民の声、原発ゼロ上牧行動、大間とわたしたち・未来につながる会、プルトニ

ウムフリーコミニケーションン神奈川、高木学校、エコ・アカデミークラブ株式会社、立川・生

活者ネットワーク、大阪大学付属病院看護師労働組合、未来の福島こども基金、地方自治を考え



 

 

る市民の会、不戦へのネットワーク、虹とみどりの会、緑ふくしま、被ばく医療を考える会かご

しま、原発八女ん会、脱原発・東電株主運動、東電株主代表訴訟、福島原発からの放射能放出を

やめてほしいと願う阪大病院看護師の会、花風香の会、花風香の会、シニア・ワーカーズコープ

仙台、緑の党グリーンズジャパン、ふるさとを守る高浜・おおいの会、原発設置反対小浜市民の

会、豊作野菜を送る会、ノーニュークス・アジアフォーラム・ジャパン、脱原発まちだ、脱原発

へ！関電株主行動、さよなら原発神戸アクション、脱原発をめざす北電株主の会、放射能ゴミ焼

却を考えるふくしま連絡会、風下の会福島、東電株主代表訴訟、志賀原発を廃炉に訴訟原告団、

ふぇみん婦人民主クラブ、泊原発と自然エネルギーを考える市民の会・Shut泊、ボイス・オブ・
ヒロシマ、福井から原発を止める裁判の会、ピースアクト出水、サヨナラ原発福井ネットワーク、

地球ハーモニー、国際環境 NGOグリーンピース・ジャパン、脱原発国民の会、唯足舎、3.11ゆ
いネット京田辺、原発を考える品川の女たち、菊池京子、福島原発事故緊急会議、Alternatives、
日本カトリック正義と平和協議会 平和のための脱核部会、原発いらない福島の女たち 
 
メッセージより 
ü 現在の審査には、明らかな過小評価があります。やり直しを求めます。 
ü 地震動の過少評価を考えて審査の済んだ原発も審査をやり直すべきです。 
ü 新しい知見を生かして、すべての原発の審査をやり直してください。審査終了まではすべて
原発を止めてください。 

ü 基準地震動について入倉・三宅式の入倉名誉教授自身が「低く出る事は否めない」と発言し
ている事、また何よりも熊本・大分地震という事実が証明しています。田中委員長、科学者

なら科学者として周囲のノイズに振られずに、判断される事を望みます。 
ü 基準地震動の設定はあまい、とかねがね指摘されていました。熊本地震を踏まえて、見直す
ことを強く要求します。 

ü 規制委員会の設立の趣旨に立ち返り、島崎氏の意見を真摯に受け止め、これまでの審査で合
格を出した全ての原発の審査をやり直すべきです。 

ü 地震の発生に、「猶予期間だから待っててね」は通用しませんよ！ 
ü 審査をやり直すべきです。 
ü 今すぐ川内原発の稼働を停止させ、その他の原発の再稼働もさせないように！ 
ü 島崎元副委員長の指摘を、当然認めますよね？ 
ü 耐震設計は責任を持って審査できるのか。 
ü 安全を示せないなら原発停止しかないでしょう 
ü 前に原子力規制委員会・座長代理であった島崎邦彦氏が指摘しているということは、重き事
実です。それを無視することはば、規制員会の信頼をなくすことにしかなりません。真摯に

受け止め、審査のやり直しをして下さい。私たちのいのち、暮らしを左右している立場にい

るということを、しっかり考えてください。 
ü 島崎委員の発言を真摯に聞いてやり直してください。 
ü 度重なる地震に耐えられる原発だなんて説明聞いても信じられません。 
ü 事故が起こってからでは遅すぎます。 
ü 早急に対処してください。 
ü バックフィットを厳格に実行してください 


